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ランのウイルス病については， Magee (1943)による報告以来多数の研究報告があり，
すでにラン科植物の20数属に発生することが記載されている(4，8，15， 16)が，ラ γからキ
ュウリ ・モザイク ・ウイルス (CMV)が検出されたとし、う報告は， Nobrega (17)の記載
があるにすぎない.彼は1947年プラジルで Dendrobiumnobileからウイルスを分離し，
汁液接種によるタバコ，Nicotiana glutinosa， N. rusticaの病徴から CMVと同定したの
であるが， ウイルスの諸性状について詳細な実験を行なっていない. 著者は1965年岡山
市で葉に淡い退色輪紋のモザイクを生じた Dendrobiumからウイルスを分離し， これを
CMVと同定した.それ以来岡山県内をはじめ大分県別府市など各地で採集した Dendro-
biumの病株から CMVが分離され，これが広く分布していることが示唆された.本報は
このウイルスの諸性状について調べた結果を記述したものである.
稿を草するに当り，終始懇篤なる御指導を賜わった当研究所井上忠男助教授に心から感謝の意を表
する.また DendrobiumやMiltoniaの実生首を多数提供された岡山市山本二郎氏ならびに奈良市
唐沢耕司氏に厚く御礼申上げる.
実験材料および方法
西日本各地で採集した Dendrobiumの病株は，原寄主を温室内に保存したもので.
dip法試料中に電子顕微鏡下で梓状粒子が認められず， 同時に行なった接種試験で， タ
バコ，N. glutinosa，キュウリなどに全身感染するウイルスをタパコ (WhiteBurley， 
Samsun)および N.glutinosa，で増殖して実験の接種源とした.汁液接種はカーポラン
ダムを用いた塗抹法により， 実験はガラス温室で・行なった.供試植物はラン科では Den-
drobium， Cattleya hybrids， Cymbidium， Miltonia， Oncidiumおよび Zygotetalumの
実生苗，ラン科以外ではタバコ，N. glutinosa，キュウリ，ソラマメ， トウモロコシ，セ
ンユチコウなど多数の植物であって，それらに接種して病徴を比較した.戻し接種はタバ
コ，N. glutinosa， Chenotodium amaranticolor，ソラマメまたはエ γ ドウを用いた.
CMVが分離された Dendrobium病植物の病徴はつぎのとおりである.業に淡い大き
な輸紋状のモザイクを生じ，さらにそれが2-3重になる〈図版1，A， B)，業の裏での病
徴は明確でないが， ごく淡い退色斑がわずかにみられるものがあったく図版1，C). 新葉
では退色斑点が集合して大きな退色斑となり，葉がやや細く，生育が悪い.また淡いモザ
イクも生じた.そのような病徴も葉の成熟にしたがって淡くなった.出始めの葉ではその
下部の両端に退色斑を生じるものもみられた.花弁はやや小さくて生育が悪く，ふちに近
本報告の内容は昭和41年3月，日本積物病理学会で報告した (3). 
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い部分がかるく波状を呈し，また退色縞模様のふ入りを生じて，寿命が短い(図版 1，1). 
実験結果
書主範囲と病徴
ラン科植物では DendrobiumとMiltoniaに感染し，Cattleya hybrids， Cymbidium， 
Oncidiumおよび ZygoρetalumIこは感染しなかった.ラン科以外の植物では13科47種
の中， 10科39種に病徴を現わい 1科3種に無病徴で感染した.その結果は第l表に示
したが，それらの中の主な寄主と病後を簡単に記述する.
第 1表 Dendrobiumから分離された CMVの寄主範囲
全身感染植物
Dendrobiωn， Miltonia， 
キュウり (Cucumissativus;刈羽節成，宮ノ陣， 聖護院育長節成)，カボチャ (Cucurbita
moschata:極早生小菊.富津黒皮)，セイヨウカボチャ (Cucurbitamaxima:打木早生赤栗)，
ベポカボチャ(Cucurbifateto;ポγキン)，ユウガオ (Lagenarialeucanthe var. clavata)，シ
ロウリ (Cucumismelo var. Conomon;桂大白瓜)，タパコ (Nicotianatabacum: Samsun， 
White Burley)， Nicotiana glutinosa， N. rustica，ベチュニア (Petuniahybrida)， トマト
(Lycotersicon esculentum)，トウガラジ(Catsicumannuum)，ナス(Solanummelongena)， 
セγェチコウ (Gamthrenaglobosa)， クリムソンクローパー (Trifoliumincarnatum)，サ
プクローパー (Trifoliumsubterraneum)， アルサイククローパー (Trifoliumhybridum)， 
アルフアルファ (Medicagosativa)，スイートクローバー (Melilotusolba)，アズキ (Phaseolus
angularis;宝小豆)，ピート (Beta仰 Igari冶，ホウレンソウ (StInaciaoleracea)，ヒャクエ
チソウ (Zinniaelegans)，ダイコ γ (Rathanussativus).， カプ (Brassicarapa戸， コマ
ツナ (Brassicarata L. var. Komatsuna hara戸. トウモロヨシ (Zeamays L.)， キピ
(Panicum miliaceum L.) 
局部感祭植物
スイカ (Citru//us vulgaris;旭大和西瓜)， トウガ (Benincasacerifera:丸分瓜〉シロバ
ナヨウシュチョウセγアサガオ (Daturastramonium)，ツルナ(Tetragoniaextansa)， ェγ
ドウ (Pisumsativum)，ソラマメ (Vicia faba)，ジュウロクササゲ (Vignasesquipeda/is; 
黒種三尺)，ダイズ (Glycinemax) ， プγ ドウ (Phaslolusaureus)， Chenotodium amaran-
ticolor，ゴマ (Sesamumindicum) 
非感染植物.
Cattleya hybrids， Cymbidium， Oncidium， Zygotetalum 
イγゲγ (Phaseolusvulgaris)，レッドクローパー (Trifoliumtratense)， Cassia occi-
dentalis，カγラン (Brassicao/eracea var. catitata)，フリージャ (Freosi・'aref/actn)，ソA
(Fagopyrum escu/entum)，ナデシコ (Dianthussuterbus)，ナズナ (Catsel/aBursa-pastoris) 
$無病徴感染
Dendrobium :若い葉に接種すると，初め約2mmの退色斑点を生じ，後 5--6mmに拡
大する.接種2週間後には輸紋状の退色斑となった.生長期にある未熟な業に接種する
と，接種面が接種後に伸長した部分を境に淡く退色した.全身感染として上葉には初め
1mm大の退色斑点を生じ，拡大して円状または不規則な長形の退色斑となり，モザイク
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を示す〈図版1，D). 葉が完熟して〈ると病斑が不明確になるが， 凹んだ褐色のえそ斑を
生じることがある(図版1，E).出始めの業は基部が淡緑色となるものがあり， ときに淡
褐色の輸紋を生じる.
Miltonia:若い葉の接種葉に接種4週間後頃より径2-3mmの淡縁白色の斑点を生じ，
次第に楠円状に拡大して大きな病斑になる.進むと淡緑白色斑上にえそ斑点を形成し，ま
た葉の下部にもえそ条斑を形成する(図版1，G). 退色斑を生じないで， 葉の下部の両面
に黒褐色のえそ斑点やえそ条斑が形成される場合もある(図版1，H).後には黄化して落
葉する.新しく生長した上業には淡いモザイクやごく小さな褐色斑点を生じ，また全身が
退色して生育が衰え，後には枯死した.shootの葉にはそザイクを生じ，また褐色斑点や
えそ条斑を形成して，病徴が激しくなると枯死した.
タバコ (WhiteBurley):接種業に拡大性の退色斑を生じ，ときに灰褐色のえそ斑を生
じた.上葉には初め葉脈透明を生じ，後明瞭なモザイクとなり， 奇形を生じる〈図版 1，
J).接種後3週間目頃に出た葉は病徴が軽微になる場合があるが，その後の新葉で‘はふた
たび病徴が激しくなり，明瞭なモザイクおよび奇形を示すようになる.この時期のモザイ
ク葉は濃緑色部が上方にやや膨れあがり，葉脈の発育は悪く，また退色した業肉部の発育
も衰えて細くなり，著しい奇形となる.またときに病徴が軽微になることもある.
N. Tustica:接種棄に退色斑点，ときにえそ斑点を生じる.上薬には初め葉脈透明を生
じ，後モザイクとなる.モザイクや奇形などの病徴はタバコに類似するが，初め葉基部に
濃い部分を生じて上に膨れ， 葉先が退色して急に細くなるものもあるく図版 1，K). 
N. glutinosa:接種葉に径約2mmの退色斑点を生じるが，激しい場合灰白色のえそが
葉脈に沿って伸び，後には枯死する.上業には初め葉脈透明を生じ，後明瞭なモザイク斑
となる.初期には新薬にモザイクを生じて萎縮することもある.上位業では葉先の業肉部
の発育が悪く，退色して細まり(図版 1，L).また奇形および緩化を生じ，細葉になる.
ベチュユア:接種葉に給紋のえそ斑点を生じ，後黄化して接種葉の枯死が早まる.上葉
には初め葉脈透明を生じ，後モザイクとなる.葉脈がやや萎縮し，葉肉部が膨れ，また葉
先が細まり奇形となる.
トマト:全身感染してモザイクおよび奇形を生じ，感染後期の上葉には糸葉を生じる.
チョウセンアサガオ:接種葉に接種5-6日後，初め2-3mmの退色斑点を生じ， 5-
7mmに拡大する.葉化した下葉の接種葉には緑色の輸紋 (6-10mm)を生じる.全身感
染しない.
キュウリ:初生葉の接種葉に径 1-2mmの退色斑点を生じる.全身感染の病徴は初め
の本葉に多数の小さな退色斑点を生じ，それが集合してモザイク症状を呈する.本葉2-
3番目の業には明瞭なモザイクを生じく図版1，A)，つぎからの葉には病徴がやや淡くな
ることもあるが，モザイクは比較的明瞭なものが多い.少数の果実について生育の中途ま
で観察したが，異常はみられなかった.
ニホンカボチャ:接種葉に退色斑点を生じ，後に黄緑斑となって，さらに中央部が灰白
色のえそとなり，激しいものは枯死する.全身感染して第1本業に退色斑点を生じ，それ
が次第に葉脈に沿って拡大進展し，モザイクを生じる.また上葉には初め退色斑点(図版
1， B)，後モザイクとしわを生じ， わずかに賞化する.また葉脈の一部がやや萎縮して湾
曲するものもある.
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セイョウカボチャ:接種葉に退色斑点を生じ.後中央部が灰白色にえそ化し.枯死して
くる.全身病徴は初めに退色斑点を生じてモザイクとなる.上棄にはモザイクとしわを生
じ，葉脈の一部が萎縮して賓曲し，発育が悪い.
ベポカボチャ:接種業に退色斑点を生じる.第1本業にはニホンカボチャと問機の退色
斑点を生じ，それが葉脈に沿って拡大進展し，モザイクとなる.上葉は葉脈の萎縮と業肉
部の隆起による波状を呈し，さらに外側に笥曲して著しく発育不良となる.
ユウガオ:接種葉に退色斑点を生じる.第1本業に径約lmmの退色斑点を生じた後，
モザイクとなり，植物体はやや萎縮する(図版Il， C)，生長するにつれ上位葉のモザイク
はやや淡くなる.
シロウリ:初生業の接種葉には局部病斑を生じないが，本業に接種すると接種5日後頃
より退色斑点を生じる.全身感染して接種5-8日後より上業に初め葉脈透明と退色斑点
を生じ，後モザイクとなる(図版Il， D)，上位業ではモザイクが淡くなる場合もある.
スイカ， トウガ:接種葉に褐色の局部病斑を生じるが，全身感染しない.
ダイズ:接種葉の主脈に接種3-4日後初め長さ lmmのえそを生じる.このえそは進
行して長く伸び，また側脈にも拡大するが，全身感染しない.えそを生じた葉の生長は悪
く萎縮し，葉肉部が軽く膨れて，業が外側に強く望号幽する(図版Il， F)， 
アズキ:接種葉に径約 2-3mmの退色斑点を生じる. 全身感染して上薬に初め葉脈透
明や退色斑点を生じ，後モザイクとなる(図版Il， G). ときに葉脈が少し萎縮して葉肉部
が膨れ上ることもある.
ソラマメ，エンドウ，ササゲ:接種葉に褐色の局部病斑を生じるが，全身感染しない.
クロバ一類:全身感染し，上薬にモザイクを生じる.クリムソンクローバーでは葉脈緑
帯とモザイクを生じ(図版I，E)，アルサイククローバーでは初め葉脈透明を生じ，後葉
脈聞は賞化退色して少し建白することがある.またアルフアルファでは初め退色斑点を生
じ，モザイクとなる.スイートクローパーでは葉脈に沿って退色し，モザイクとなって，
軽い滋業症状をおこす.
センユチコウ:接種葉に淡い退色斑点を生じ，後えそ斑点となる.上薬は退色斑点から
モザイクとなって，棄の生長がやや不良である.
ホウレンソウ:全身感染してモザイクを生じるが，退色部は業肉部の生長が悪く，葉脈
が隣接のものと接して葉が細く，また，葉脈が萎縮して奇形を生じる.退色部は葉先に多
く，葉基部は緑色で膨れ上る場合が多い.
コマツナ，ダイコン，カプ:全身感染するが無病徴である.また接種植物がすべて感染
するとはかぎらない.コマツナでは感染植物を長く保存しておいたところ，その中の1本
にごく淡い退色斑がみられた.
トウモロコシ，キピ:接種葉に楕円形の退色斑(約1x2-5 mm)を生じ，さらにその
周辺部に軽いえそを生じるものもあった.上葉には初め退色斑点または葉脈透明の病徴か
らモザイク条斑となった(図版Il， H)， 
ツルナ:接種業に不鮮明な退色斑点を生じる.これは拡大して中央部に凹んだ灰白色の
斑点を生じた.接種葉が黄化すると緑色の斑点を残した.全身感染しない.
Chenoρodium amaranticolor:接種葉に褐色のえそ斑点を生じるが，全身感染しない.
以上の実験結果が示すように，本ウイルスはCMVのなかでも特殊な寄主反応を示すの
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で，他のウイルスとの混合感染がなく単一ウイルスであるか否かを確認しておくため，原
寄主から分離したウイルスの寄主範囲ならびに病徴を，接種して発病したキュウリ，ニホ
ンカボチャ，ユウガオ，クリムソンクローパー， トウモロコシおよびモモアカアプラムシ
によって伝搬したタバコを接種源として調べた寄主反応と比較したが，まったく差異がみ
られなかった.
また，自然発生のキュウリから分離した CMVの普通系に近いと思われるものを Den-
drobiumに接種したところ感染し，退色斑点からモザイクとなった〈図版1.F).モザイ
クは葉の成熟によって淡くなり，不鮮明になった.
本ウイルスに感染しなかった縞物は， ラン科では Cattleyahybrids. Cymbidium. 
Oncidiumおよび Zygopetalum. ラン科以外ではインゲン， レッドクローバー.Cassia 
occidenialis.カンラン，フリージャ，ソパ，ナデシコおよびナズナであった.
物理性
汁液接種で発病させたタパコ (WhiteBurleyまたは Samsun)病薬の 10倍希釈粗汁
液を接種源にし. C. amaranticolorを検定植物として不活化温度， 保存限度および希釈
限度を調べた.
実験結果は第 2 表に示す.本ウイルスの粗汁液中で、の不活化温度は 65~700C 10分，保
存限度は200Cで8~16 日の間にあった.また希釈限度は 5 X 1O-~~1O-6 であった.
第 2表 Dendrobiumから分離された CMVの物理性
分離株 対照 40.C 45 50 55 60 65 70 75 
不活化温度 I 280.0 203.0 142.0 80.0 28.3 21.3 13.0 。。
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接種した Chenoρodiumamaranticolor 3-6枚の棄に生じた局部病斑の業1枚当りの平均数
アブラムシによる伝搬
モモアカアプラムシ Myzuspersicae Sulzをシャーレに集めて 1時間絶食させた後，
擢病植物上で 3~5分間または 1 時間吸汁させ， 接種植物1本当りに5匹を移し. 1~2 
日間おいて硫酸ユコチンを散布した，接種源植物にはホウレンソウまたはビートを用い，
接種槌物にはタバコ (WhiteBurley. Samsun).ホウレンソウおよびビートを供試した.
第3表に示すように本ウイルスはモモアカアプラムシによってよく媒介された.
つぎに Dendrobiumを用いてモモアカアプラムシによる接種を試みた.初めの実験で
は，権病ホウレンソウ上で吸汁させたアプラムシを Dendrobium1本当りに10匹移した.
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しかしアプラムシは Dendrobiumに定着せず，ほとんど逃亡したため接種に成功しなか
った. 第 2回目の実験では極病タパコ上で吸汁させたアプラシを Dendrobiumの新薬に
1本当り15匹移し，できるだけ逃亡をふせぐようにしたころ，アブラムシは20時間後も数
匹が定着していた.この結果では，供試植物2本とも発病し，また戻し接種も陽性で，ウ
イルスはモモアカアプラムシによって移された.
CMVのそモアカアプラムシによる伝徹第 3表
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CMVのマメ科系統およびAMVとの干渉効果
1. CMVのマメ科系統:本報のウイルスを第1次ウイルスとし， エンドウから分離さ
れた CMVのマメ科系統(7)を第2次ウイルスとして，タバコ (WhiteBurley)に接
種した場合の干渉効果をエンドウに戻し接種して調べた.これはマメ科系統がエンドウに
全身感染してモザイクを生じるのに対し，本報のウイルスがエンドウに全身感染しないこ
とを応用したものである.戻し接種のエンドウには全身感染が認められなかったので，本
報のウイルスはCMVのマメ科系統の感染を阻止したものと考えられた.
2. Alfalfa mosaic virus (AMV):本報のウイルスを第1次ウイルスとし，クロー
バーから分離されたAMVを第2次ウイルスとして，タパコ (WhiteBurley， Samsun) 
に接種して調べた.本ウイルスはタパコの全身感染業にえそ斑を生じないが， AMVは軽
いえそ斑を生じる. 実験で第2次ウイルスとして AMVを接種したタパコの上葉にえそ
斑がみられた.また上葉からの民し接種で c.amarantic%rに全身感染して，葉脈透明
およびモザイクを生じ，本ウイルスは AMVの感染を阻止しなかった.
ウイルス絵子の形態
タパコ (WhiteBurley)の感染組織小片を10%中性フォルマリン液に浸してウイルス
粒子を固定し， ダイレクト ・ネガティプ染色法によって電子顕微鏡(目立， HS-6型)観
察を行なった.その結果，ウイルス粒子は図版I1， 1にみられるような径30mμ 内外の球
状粒子であった.
察
Dendrobium (nobi/e系〉の葉に退色斑や輪紋状のモザイクを示したウイルスは，タバコ，
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N. glutinosa.トマト，キュウリ， トウモロコシなどに全身感染し， ササゲ，エンドウ，
ソラマメ， C. amaranticolor. ゴマなどの接種葉に局部病斑を生じること，アブラムシ伝
搬，物理性などの諸性質および径30mμ内外の球状粒子がみられることなどからCMVと
同定された.Dendrobiumには一般に CyMVの発生が多いが，本報のウイルスが分離され
た Dendrobiumには CyMVとの混合感染が認められなかった.従来の報告で Dendro-
biumから検出された CyMV以外のウイルスは.1947年プラジルで‘CMVが分離された
報告があるにすぎず，その後ラン科植物からCMVが分離された報告はない.Nobrega 
(17)は汁液接種によってタパコ (WhiteBurley). N. glutinosa， N. rusticaに移し，そ
れらの病徴から Cucumbervirus 1と同定しているが，多種属にわたる寄主範囲の実験
を行なっていないので，ブラジルにおける分離株と本報の CMVとの系統関係を比較する
ことは困難である. しかし被の示した Dendrobiumにおける病後は葉に長い退色斑，モ
ザイクおよび灰白色斑などを現わし.本報の退色斑や輸紋のモザイクを示した病徴と若干
の相異がみられる.彼はまた Dendrobiumnobile. Cattleya. Oncidiumに対する人工接
種に成功しなかったことを記述しているが，本報のウイルスは汁液接種によって Dendro-
biumや Miltoniaに感染した.
CMVについては Doolittle(1)の報告以来多数の研究報告がなされ， わが国でも小室
ら(10.12， 14)による広い寄主範囲についての研究がある.しかも CMVには多くの系
統が知られている.本報のウイルスはシロウ 9，ニホンカボチャ，ユウガオなどに全身感
染するので，小室(10，12)の報告したCMVの普通系と異なり， また上記のウリ科植物
に全身感染する点では努ら (20)がプリシスメロンから分離したCMVと類似するがダイ
コン， コマツナ，カプなどのアブラナ科に対する寄生性で相異がみられる.本報のウイル
スはまたクリムソンクローパー，アルサイククローバー，サプクローバー，アズキなどの
マメ科植物に全身感染するが，ェ γ ドウ，ソラマメ，ササゲなどには接種葉の局部病斑に
とどまり， インゲンに感染しないことから. CMVのマメ科系統 (6.7， 21)とは異な
る.またダイコン， コマツナ，カプには無病徴感染するが，カンランに感染しないなどの
点から，アブラナ科に寄生性をもっ系統(13.18， 19)とも相異がみられる.小室 (11)
はマメ，アブラナ両科にわたって寄生性をもっ系統が初めてダイコンから分離されたこと
を報告し，その後岸 (9)もマスクメロンのモザイク病株から両科に全身感染する CMV
を分離している.本報のウイルスはその寄生性において， CMVのなかではマメ，アブラ
ナ両科に寄生性をもっ系統に近いように恩われるが，小室および岸の分離したCMVはソ
ラマメ，エンドウ，ダイズなどに全身感染するのに対し，本報のウイルスはそれらの接種
棄に局部病斑を生じるだけであり，またアプラナ科の植物には無病徴感染するなどの相異
がある.
不活化温度および希釈限度は従来の報告と大体一致し，保存限度はやや長い方である.
またそモアカアブラムシによる伝搬実験も一致している.本ウイルスと CMVのマメ科系
統との聞にはタバコ上で干渉効果が認められたが， AMVとの聞には認められなかったこ
とも従来の報告と一致している.
以上のように.Dendrobiumから分離されたウイルスは従来報告されたCMV諸系統の
寄主範囲と病徴に比較して，特殊な反応を示す植物がし、くつかあり，かっ寄主範囲のきわ
めて広い特異なウイルスのようである.
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摘 要
1965年 9月岡山市で得た輪紋状のモザイクを示す DendrobiumSoma x Himejiの病株
からウイルスが分離され. CMVと同定された.その後岡山県内を始め大分県別府市など
の各地で採集した Dendrobium(nobile系)からも CMVが分離されたが，それらのウイ
ルスの諸性状は大体同じであった.本報のウイルスは汁液接種が可能であり，ラン科植物
では DendrobiumおよびMiltoniaに感染し.Cattleya hybrids， Cymbidium， Oncidium 
および Zygopetalumには感染しなかった. ラン科以外の植物ではナス科のタバコ.N. 
rustica， N. glutinosa，トマト，ナスなど，ウリ科のキュウリ，ニホンカボチャ，セイヨ
ウカボチャ，シロウリ，ユウガオなど，マメ科のアズキ，クリムソンクローパー，アルサ
イククローパー，サプクローパーなど，その他センエチコウ，ホウレンソウ， トウモロコ
シなどに全身感染し，エンドウ， ソラマメ，サ・サゲ，ダイズ，Datura stramonium， Che-
notodium amaranticolor，ツルナ，スイカなどの接種葉に局部病斑を生じた.またアブラ
ナ科のダイコン， コマツナ，カプには無病徴感染し，カンランには感染しなかった.イン
ゲン， レッドクローパー，フリージ.，.，ソパなどには感染しなかった.本ウイルスはモモ
アカアプラムシによって容易に伝搬された.ホワイトバーレー，サ・ムスンタパコを用いた
CMVのマメ科系統および AMVとの干渉試験の結果，本ウイルスは CMVのマメ科系
統に対し干渉効果が認められ， AMV との聞には認められなかった.耐熱性は 65~700C
10分，希釈限度は 5X 10-4-10-6，保存限度は 200Cで 8-16日であった.病原ウイル
ス粒子は径 30mμ 内外の球状であった.
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図版説明
図版 I
A.B:採集源値物 Dendrobiumの業における病徴，退色斑と給紋状のモサ.イク.
C:向 上.B棄の裏，不明瞭な淡い退色斑.
D:汁液接種した Dondrobiumの葉における病徴，退色斑点とモザイタ.
E:同 上，後期の病徴，退色条斑と凹んだえそ斑.
F: CMV~ strainの汁液接種による Dendrobiumの葉における病徴，モザイク.
G.H:汁液接種した Miltoniaの接種業における病徴，淡縁白色斑とえそ斑.
1 :採集源植物品ndrobiumの花弁における病徴.退色性のふ入り条斑.
J :タパコ(WhiteBurley)の病徴，モザイクと奇形.
K : N. rusticaの病徴，モザイクと奇形，
L: N. glutinosaの病徴，モザイタと奇形.
図版 E
A:キュウリの病徴，モザイク.
B:ェホγカボチャの病徴，退色斑点とモザイク.
C:ユウガオの病徴，モザイク.
D:ジロウリの病徴.退色斑点とモザイタ.
E: :タリムソンクローパーの病徴，モザイ?
F:ダイズの接種業に生じた葉脈えそ
G:アズキの病徴，淡い退色斑点.
日:トウモロコシの病徴，モザイタ.
1 :ウイルス粒子 (directn句atvestain). x 1∞，胸
? ?
図版 I
図版 E
